
なぜニワトリは共喰いをするのか？

～安全安心な食の提供に向けた共喰い遺伝子の解明と制御～
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何が社会的問題となっているのか？：家畜福祉（アニマルウェルフェア）

家畜福祉とは？

家畜福祉のグローバルスタンダード化







従来型ケージ 非ケージシステム
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畜産農家では著しく厳しい生産体制を強いられている

致死的暴力性（共喰い）

しかし･･･

飼育システムの変化にニワトリの改良が追いついていない







学部～大学院：福祉的飼育システムに関する行動学的研究 3



ポスドク～助教：先天的発声の分子メカニズムに関する研究

Crowing



Shimmura & Yoshimura Current Biology (2013)

ニワトリはなぜ朝に鳴くのか？：「コケコッコー」のタイミングは体内時計の支配下にある



最上位個体は朝を告げる優先権を有する

Shimmura et al. Scientific Reports (2015)



コレシストキニン遺伝子が発声を誘導する

Shimmura et al. Scientific Reports (2019)



創発での研究：家畜化はいつどこでどのように生じたのか？

インダス文明時代の闘鶏（紀元前2,600-1,800年）

？
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9科学技術を結集して重要課題を解決する

致死的暴力性（共喰い）

Current Biology (2013)

Scientific Reports (2015, 2019)

Nature Communications (2017)

Nature Ecology & Evolution (2019)

(2014)

(2019)

(2020)

羽毛つつき（目標２）

攻撃的つつき（目標１）

Shimmura et al. Applied Animal Behaviour Science (2010), Animal Science Journal (2015)



10本研究構想の概要



11目標１：致死的暴力性の分子機構の解明

個別管理 集団管理



12目標３：家畜化の起源と拡散の軌跡の解明



13目標４：致死的暴力性の低いニワトリ品種の創出



家畜における致死的暴力性の起源の解明と制御

異分野融合による破壊的イノベーション

動物の行動のシステム生物学

福祉性と生産性の両方を向上

農学と生物学に残された重要課題
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